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迄
厳
守
保
管
し
て

一例
害
虫
駆
除
以
外
に
使
用
し
て
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漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

投

票

日

八

月

日

+ 

一

第
二
開
票
区
経
団
出
張
所

一な
お
開
票
は
即
日
午
後
六
時
か
…
行

市
役
所
議
場

一ら
行
い
ま
す
。

ー

(旧
経
団
の
区
域
)

二
、
開
票
所

第
一
開
票
区

多

Z
Z均
mmpmμZ2

2
2
4vg，
pw
グ
多
多
勿
徽
常
務
多
γ

ア
ム

ー

l
上
村
木
、

青
島
、

平

伝

寺

昭
和
三
十
年
度
事
業
の
公
営
住
町

宅
三
十
六
戸
及
び
分
譲
住
宅
二

O
戸
は
竣
工
し
、
入
居
者
も
七

月
中
に
抽
せ
ん
決
定
さ
れ
る。

そ
の
内
訳
は

第

一
種
木
造
十
一
坪
型

一
O

戸
は
平
伝
寺
田
地

第

一
種
簡
易
耐
火
二
階
建
八

戸

ハ十
二
坪
〉
は
上
村
木
団

地第
二
種
木
造
九
坪
型
十
八
戸

は
青
島
団
地

分
譲
住
宅
木
造
十
二
坪
型
一

O
戸
は
、
上
村
木
団
地
に
そ

れ
ぞ
れ
竣
工
し
た
。

幸良広市津

道
下
財
産
区
議
会
議
員
選
挙

八
月
十
日
日
執
行

魚
昭
和
二
十
七
年
八
月
二
十
七
日

に
執
行
し
た
、
道
下
財
産
区
議

会
議
員
の
任
期
は
八
月
二
十
六

日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
の
で

こ
れ
が
一
般
選
挙
を
次
に
よ
り

行
い
ま
す。

一
、
選
挙
期
日
告
示

八

月

三

日

二
、
立
候
補
届
出
期
限

八

月

六

日

三
、
投
票
日
時

八
月
十
日
午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で

四、

選
挙
す
る
議
員
の
数

十

二

人

五
、
投
票
所

道
下
第
一

投
票
区

道
下
第
二
投
票
区

(昭和問ヲ月iJrr)
第三種郵便物認可

保
育
園

，小
学
校

( 1 ) 

@
道
下
財
産
区
議
会
と
は

〈
目
的
)
旧
道
下
村
の
区
域
の

第

被
選
挙
権

区
の
議
会
議
員
選
挙
権
を
有
す

る
も
の
で
、
年
令
満
二
十
五
年

五

回

市
当E:
匠'

?な?なi:r{;rtI

く写真 は天神簡易水道通水 式〉

産

会

開

八

進

催

並
ノ、

+ 
-
-圃・・・

-・圃-

月
-

'"、内向、

暑
中
御
見
舞

申
し
上
げ
ま
す

長.

寺

田

助

役

在
ソ
抑
留
当
市
関
係
者

高
岸
鉄
次
郎

〈
上
新
町
〉

〈
田
方
町
〉

(
下
村
木
〉

(
火
の
宮
〉

(本

江

)

(
川
縁
)

(石

垣
〉

(浜
経
団
〉

〈金
屋
町
〉

太

田

富

子

中
良
す
え
子

河
瀬
健
一

小
坂

圭

吾

飛

世

克

美

小
倉
ふ
み
子

横
田

次

吉

住
田
与
三

傘
捕
関
係

美
谷

与
吉

油
本

昭
治

後

藤

武

雄

横
田

一
成

〈
下
村
木
〉

(
新
町
〉

ハ浜
経
田〉

(

・
M

M

〉

日

場

所

ハ
魚
津

警

察

署

〉

家

場

ヨ乞
at 

市



一

新
着
図
書
紹
介

一

最
近
の
新
着
図
書
を
御
紹
介

一
い
た
し
ま
す
。
今
回
は
「
海
軍

関
係
」
図
書
も
若
干
御
紹
介
し

ま
し
た
か
ら
、
御
利
用
下
さ

長
谷
)11 
賓幸
基延

吉天下(
島神村出一
貞忠野孝木牢恵
子江日目新仁町〉宝
幡 市
秀下木 丘二
男野下口
長六与六登 牛口 | 奥佐 森黒豊大大水経
七女月茂月喜 〈121 村 藤 下 木田塚里原 済
月三曾十男府立 | 伊 多私企
八十孫八長 ，，_，~ I 三新 恭敏清昌磨桜画
日日日男 | 郎ー 甫郎治三夫子庁元

馬江友新新浜村村六小三袋三川下本臼
出口道上下経木木郎川ケ ケ原村江屋
隆町七昭達猟美猟康田稔耕 好丸ま寺朱 昌米法 明町展木聴町裕小
広タ江顧堀子師也師子 吉一山子 ゆ明亀子因子中雄久町 路
梅蔽甚町子町本田口仲み島沢茂島住 山
沢弥内 田正昭俣田伊長芳井会沢島
亮吉長笠浜助雄雄六政六繁佐女雄定出哲六崎
二孫七男沢多信二長月雄月次 美 二雄六博六三月孝
八長七 月 七栄七幸七二七男七男二長二長七長七 七女七二月二月長二行
月男月 十 月吉月一月女月 月 十女十女月女月 月 月男三男十男十三
五七四九長三二六六十一三二三八六十九八男
日日日日女日女日日日 ・日 日日日日日日日日

武
....... 
i 

家
庭
の
法
律

現
代
の
フ
ア
ジ

ズ一ム
昭
和
三
十
年
度

経

済

白

書

前

進
へ
の
道

馬
酔
木
年
刊
句

集最
新
航
海
科
読

本最
新
航
海
科
読

本
下
巻

最
新
航
海
術

電
戟
漁
法

目
差
算
法
、
針

路
改
正
、
角
度

比
例
、
海
図
問

題誰
に
も
わ
か
る

漁
船
天
測
法

羅
針
儀
と
測
程

測
深
具
の
説
明

及
用
法

黒
沢
山
沢
昭
夫
長
女

芳

子

七

月

八

日

上
猟
師
町
岡
本
忠
夫
長
女

一

美

七

月

十

八

日

三
ケ
松
川
幸
男
四
男

友

幸

七

月

十

五

日

魚 津市広報 : • • (製25錫誤)
非危げ撒となホ新農慢らな林繁湿 曇 上出早はホい葉す三セ頃しな旦ホせ関のい理に稲サて審 問
実険と布にくク六林延、い、殖度雨旬穂生残クたイ。砥レ、りお擢クんす適も解す作 γ はθき法ま害カイベま回
施な心は角撒ピ号ーしこ所谷にが零下期のりピセモ まサ午穂りつピ 0 る期のしるを撒、警点にす虫のそてすの農
を状得、、布に等六ま与は間説高か旬に出ま防レチ い γ 径のまたイ 限をでてか豊布は首をつがのいチイと病林

間増員長事手そ士悩号与itとす穂芝居ご医 長友露見芝U Rft4aE美与け2J2B254霊祭
まあ危々期いかモ農 イ度等き気そもま下。効はに き反かえ 0 しは 効ては非です切穂チた特れがる化病年発発
する険業のまらチ林 モが、で温う北す旬八果、ま ま当らたはてー 果はし実あるでの防いにか多稲螺(は生表
。もな後セす、に四 ヲ:高露、もで陸がは月 一T ー は、り施るか、頃除 0注らいの虫特昨予し
の品のレ 0 抜強ー か の特イす地今晩上 ~ち!:_';~:::.:;三吉川;~:小杯、 あ穂穂願こ、今のに 意のと三、に年報た
は種仕サ かい号 発いおにモか方年生旬 d会主言~:~~:'~~::';:!'J~~:~~.;t~~}.~~;~~日45弘、 り首のいと凶年セっ す防き大ウ穂にを第

fJLてJi-Itf;zt2農事湘jj欝 :;?:;::LLLiLfLii:;
中ラいた株査ツ一盛ば撒後 γ0頃期二厳 引江戸J~~~ぷ:・f'.. yi~.~~;~~~'.i~~~~~~!i♂しY 十と、穂果見だは織。の、、ら後湿チ入イ
心チたし元はマ回期発布七剤発はは化重 刊誌~~~純~.~&~~~.~得月九f帆ぷ〆 分こ出のがえっ、にこ晩ホ六朝で度菌るそ
部オ時かに、グとー蛾が日を生、八摂に 効ろて出あたた侵侵れにク千まは九地カモチ

号訴処そ京高;塁司塁番号塁2着手雪Bhi句言宗E富士三宅男委主ま起り民会CZ重税τ五反主主思
に等マーいのコ回其期で一期い撒日化まこくイ抵気はが、こが頂後あっ穂にま薬ろ既、分にモ来ー問、六い~穂
撒をラ株る真パまのの、回に所布頃期しうなモ抗味水濃窒の防けもりではませ剤でに目裂っチす立十気位ま首
布周ソにか中エき後前 B ヲーはのでのよしりチ力で不か素出除ばうま出、いん撤すーに増 は 二温のすへ
す辺 γ 五どにのま七に H 計四パ適す発うたまにがあ足つ過穂さ技ーすまこて 0布。週見殖く出る方時 二 ととど
る部粉、う入発す日-c二、ラ期。芽 b 誘すかおれでた度開れ梗度。すのおはで斑問えしの穂も糎過五こ、う
。か剤六かつ生。呂田な回其チでこ最 因か L ちば、りで花まイか か薬くしは点以るてでののにぎ度ろイし

勝川
部島
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走 四八五八八一
中グ青高下東魚O西O 三コ奥O 奥O 中、
学〈 年跳中中津C中O 回ウ村内村O 川五

女(男下女ハ男 島ハ陸米チ米与O 手IJ米利米昭O
西子東子中子片子 -チ A協リ lリ助米夫(夫〈雄O 勇一 四 四 二 二

世主主主 i五百二Y22室長2Z2謀説男34;24T2233認id
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二子六一一み六吉 、、九 ミて子へ'-''-"モ'-''-''、男宅)男米、(男 、ハ男 、子女 、(男 ./、母
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回
剛
幽長会
日

給
制
附

&
1
1
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A帯

夜
も
開
館

い
た
し
ま
す
:

開
館
時
間
を
変
更

昨
年
と
同
じ
よ
う
に
今
年
も

次
の
よ
う
に
夜
も
開
館
い
た
し

ま
す
。
御
散
歩
の
つ
い
で
に
で

も
お
立
寄
り
下
さ
い
。

記

一
、
期
間

(
死
亡
)

真
成
寺
町

美
谷
由
次
郎

七
月
十
一
日

盛
本
由
次
郎

七
月
十
二
日

武
隈
初
右
エ
門

七
月
十
一
日

宮
崎
永
保七
月
九
日

谷
山
み
ち
子七
月
六
日

著

者

木
々
高
太
郎

大

和

球

士

郡

司

信

夫

福
田
雅
之
助

三
島
由
紀
夫

林

房

雄

林
屋
辰
三
郎

前

芝

碓

三

戒

能

通

孝

パ
ア
ナ

l
ド

リ

1
チ

朝
日
新
聞
社

H

・
ハ

1
ラ

書

名

探
偵
小
説
年
鑑

一
九
五
五
上

野
球
五
十
年

拳
闘
五
十
年

庭
球
五
十
年

女

神

娘
の
縁
談

歌
舞
伎
以
前

ソ
グ
エ
ト
の
政

治
法
律
入
門

日
本
絵
日
記

動
物
紳
士
録

チ
ベ
ッ
ト
の
七

年農
村
演
劇
脚
本

集

二
わ
が
家
の
メ
ニ

ユ
ウ
寄
席
行
燈

上

下

巻

小
説
北
望
園
の

春

新
塩
屋
町

六
郎
丸

天
神
野
新

古
鹿
熊

荒
岡T

大青角
海柳川
寺町
新安 本

大松碓村田貫田
嶋崎井 い和き
七武は芳宮と吉の
月平七る七太七坂七 七次七
二月 月郎月新月 月郎月
十十十十義十十十
三九九七七五三
日日日日日日日

七
月
二
十
六
日
よ

り
八
月
三
十
日
ま

で

一
、
開
館
時
間

1.

午
前
八
時
三
十
分
よ
り

十
二
時
三
十
分
ま
で

2.

午
後
六
時
よ
り
九
時
ま

で

な
お
、
十
二
時
三
十
分
よ
り
六

時
ま
で
は
お
休
み
で
す

か
ら
御
了
承
下
さ
い
。

ま
た
、
水
曜
日
は
今
ま
で
通
り

休
館
日
で
す
。

去
る
七
月
二
十
二
日
〈
日
)

午
前
九
時
よ
り
、
第
五
回
市
民

体
育
大
会
兼
第
九
回
富
山
県
民

体
育
大
会
魚
津
市
予
選
会
は
、

東
部
中
学
校
庭
等
で
行
わ
れ

た。記
録
の
重
な
る
も
の
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

園
陸
上
競
技
総
合
成
績

一
位
下
中
島
地
区

二

位

片

貝

地

区

三

位

松

倉

地

区

図
種
目
別
成
績

一
O
O米
〈
中
学
男
子
〉

宮
川
実
(
西
中
〉
一
三
、
四
秒

一
O
O米
〈
中
学
女
子
〉

佐
々
木
洋
子
ハ
東
中
〉
一
四
、
六
秒

一
O
O米
〈
青
年
男
子
〉

石
橋
嘉
通
ハ
下
中
島
〉
一
二
、
五
秒

一
O
O米
(
一
般
女
子
)

高
慶
淑
子
〈
下
中
島
)

一
五
、
六
秒

一
O
O米
〈
一
般
男
子
〉

石
川
太
一
(
上
野
方
)

一
四
、
二
秒

松
本

紺
屋
町

村
山

・d知
義

川
原
町

敬

滝
沢

釈
迦
堂

賂

戟

死

公

報

去
る
七
月
二
十
五
日
県

か
ら
左
記
二
名
の
方
の
戦

死
公
報
が
あ
り
、
市
で
は

謹
し
ん
で
遺
族
に
伝
達
し

ま
し
た
。

記

大

成

功

三

相

ノ

木

昭
和
二
十
年
八
月
十
七

日
間
島
省
環
春
県
荒
嶺

に
て
戦
死

住
田
豊
次
郎
新
下
猟
師
町

昭
和
二
十
年
八
月
二
十

六
日
大
連
沖
長
山
列
島

付
近
に
て
戦
死

稲

場

晃(
魚
卓
協
〉

大
久
保
正
子
(

H

H

)

 

宮

崎

修
(
西
中
〉

飛

弾

営(東
中〉

芳
子(東
中〉

夜
間
開
館
案
内

l
水

族

館

l

「
ヂ
フ
テ
リ
ア
」
の
予
防
接
種
ゃ
受
げ
ま
じ
よ
、
っ

一
般
女

教

員

例制収)
接学学三よ
種校昭校昭十り昭
回を和に和一昭和
数卒三入三日和三
業十学十ま三十
すーすこで十年
る年る年生一四
者度者度れ年月
に にた三一
小 小者月日

、納付)
下て実費@
さ徴費 該
い牧と用当
。しし 者
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